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前後期各1回

試験期間に設定し、形式は文書試験とする。

本校の規定に基づき、全科において共通評価基準にて算出する。

①試験得点＝50％（10ポイント）

②出席率　 ＝50％（10ポイント）

以 上

試験の実施方法

成 績 評 価 方 法

上記の2つの項目をそれぞれ１０ポイント（合計20ポイント）に置き換えて、そのポイントに応じてA,B,C,D,F評定を決定す
る。

尚、前提基準として①試験全体平均点の50％未満。または②出席率の50％未満に該当する場合には「F」評価とする
が、通年教科の後期学年末の評価については、前期および後期全体の状況をもって算出する。

関 連 科 目
国際文化比較論、国際情勢Ⅱ

参 考 書
授業中に教材資料を配布する。

学生へのメッセージ
多様性は宝物です。世界の様々な事情を学びながら国境を越える知識を身につけて、グローバル市民になりましょう。

授 業 の 進 め 方 対面授業で、講義およびディスカッションで進める。記事を読んだり、映像を視聴したりすることがある。課題・小テストに
ついては、次回以降の授業でフィードバックする。

世界の核問題

世界の軍事費

世界のGDPとGNI

国際協力・ODA

後期の総括、補足説明

試験　前期まとめ評価

世界の宗教

教育と就労

LGBT

気候変動／温暖化予測

エネルギー問題

世界の原子力

G7とG20

世界の人口

高齢化と平均寿命	

食料問題

前期の総括、補足説明

試験　前期まとめ評価

オリエンテーションとイントロダクション

国民・国家・制度について　アジア（地勢・領土）				

国民・国家・制度について　欧州（地勢・領土）

国民・国家・制度について　北米・南米（地勢・領土）

国民・国家・制度について　アフリカ/オセアニア（地勢・領土）

貧困問題

教 科 書 なし

授 業 計 画
内容

経 歴

■授業・科目情報

学 習 目 標 国際的視野の習得のために積極的な行動思考を持つことを目指す。
国際情勢について敏感になる。社会にて不可欠な情報と知識の蓄積、また収集方法の理解を学ぶ。
国際的な事柄について客観的・公平な視点から理解する力を身に着ける。メディア（TV、新聞や刊行物等）から批判的な情報
収集の能力を促進する。

英 文 授 業 科 目 名 Current AffairsⅠ

科 目 区 分 一般教育科目 授 業 コ マ 数

担 当 教 員 名 佐藤健太郎 実務経験なし

年 度 ２０２３年度 年 次 ホテル科・ブライダル科

開 講 学 期

授 業 概 要（シラバス）　
■科目基本情報 専門学校日本ホテルスクール

科 目 番 号 GS１０１ 分 類 講義科目

通年 授 業 の 方 法 講義科目

単 位 数 2単位 年 間 授 業 時 間 数

授 業 科 目 名 国際情勢Ⅰ


